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七
夕
説
話
伝
承
考

大
久
間
喜
一
郎

は
　
し
　
が
　
き
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昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日
、
古
代
文
学
会
の
例
会
で
発
表
し
た
「
七
夕
の
伝
承
と
農
耕
説
話
」
と
い
う
論
考
は
、
そ
の
後
、
論
文
の
形

に
し
て
お
き
た
い
と
思
い
な
が
ら
何
時
の
間
に
か
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
度
、
紀
要
に
氏
族
伝
承
の
小
論
を
載
せ
る
と
約
束
し
な
が
ら
、

不
勉
強
な
私
は
締
切
が
迫
っ
て
も
物
に
な
り
そ
う
も
な
い
こ
と
が
判
っ
た
の
で
、
遽
か
に
題
目
を
変
更
し
て
、
よ
う
や
く
探
し
出
し
た
口
頭
発
表

の
際
の
メ
モ
を
元
に
し
て
、
題
目
を
や
や
改
め
、
筆
を
執
る
こ
と
に
し
た
。

　
日
本
の
七
夕
説
話
に
つ
い
て
は
、
古
来
、
中
国
伝
来
の
説
話
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
疑
う
者
は
余
り
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
折
口

信
失
博
士
の
『
古
代
研
究
（
民
俗
学
篇
）
』
の
中
に
収
め
ら
れ
た
名
高
い
「
水
の
女
」
は
、
漢
風
習
合
以
前
の
古
代
日
本
の
た
な
ば
た
つ
め
の
姿

と
、
元
来
は
ゆ
き
あ
ひ
祭
り
で
あ
っ
た
と
す
る
七
夕
祭
に
つ
い
て
の
独
創
的
な
見
解
を
披
渥
さ
れ
た
一
篇
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
こ
と
に
昨
今

で
は
、
七
夕
伝
承
に
つ
い
て
は
、
相
変
ら
ず
の
中
国
伝
来
説
と
、
折
ロ
博
士
の
示
唆
か
ら
出
た
日
本
先
在
説
と
が
交
差
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ



る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
現
況
は
必
ず
し
も
折
口
博
士
の
本
意
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
こ
の
際
、
七
夕
伝
承
と
い
う
も
の
を
改
め
て
見
直

し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

　
以
下
の
論
考
は
、
古
代
中
国
・
古
代
日
本
の
七
夕
説
話
を
軸
と
し
て
、
そ
の
背
景
お
よ
び
伝
承
の
事
情
を
い
さ
さ
か
考
察
し
て
み
た
い
と
い
う

の
が
そ
の
主
旨
で
あ
る
。古

代
中
国
の
七
夕
説
話

　
七
夕
伝
承
が
、
一
応
、
中
国
伝
来
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
ず
、
そ
の
説
話
の
形
を
中
国
に
求
め
る
の
が
先
決
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

七
夕
説
話
は
民
国
の
玄
珠
に
よ
れ
ば
、
漢
代
の
初
め
に
既
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
ま
た
、
出
石
誠
彦
は
「
説
話
は
前
漢
の
代
既
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

形
作
ら
れ
て
ゐ
た
と
考
へ
て
よ
か
ら
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
両
氏
の
見
解
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
出
石
誠
彦
の
言
う
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、

牽
牛
星
は
農
業
生
活
を
主
と
し
た
上
代
漢
民
族
の
間
で
極
め
て
注
目
さ
れ
た
星
で
あ
り
、
こ
れ
と
相
対
し
て
天
の
河
の
彼
方
に
輝
く
織
女
星
も
当

然
観
察
の
対
象
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
と
し
、
そ
れ
ら
二
星
の
接
近
す
る
時
期
が
ほ
ぼ
七
月
の
始
め
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
実

が
民
間
に
お
い
て
男
女
相
思
の
説
話
に
転
化
さ
れ
、
次
第
に
七
夕
説
話
と
し
て
の
形
を
整
え
て
い
っ
た
も
の
と
考
察
し
て
い
る
。
い
か
に
も
そ
の

通
り
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
但
し
、
そ
う
し
た
天
体
現
象
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
説
話
形
成
の
要
件
と
し
て
、
古
代
中
国
の
社
会
的
風

習
と
い
っ
た
も
の
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
た
と
え
ば
、
マ
ー
セ
ル
・
グ
ラ
ネ
な
ど
が
説
い
て
い
る
古
代
中
国
の
季
節
祭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

お
け
る
若
い
男
女
の
川
渡
り
の
儀
式
な
ど
も
そ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　
『
述
異
記
」
に
見
え
る
織
女
星
の
、
天
帝
の
子
と
し
て
の
境
遇
に
つ
い
て
の
説
話
な
ど
は
、
恐
ら
く
七
夕
説
話
の
原
形
成
立
以
後
の
潤
色
で
あ

ろ
う
と
思
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
万
葉
七
夕
歌
の
基
本
と
な
っ
た
説
話
の
伝
来
時
期
よ
り
も
遥
か
遠
く
湖
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
そ

れ
故
、
完
成
さ
れ
た
七
夕
説
話
と
し
て
こ
れ
ら
を
引
用
す
る
こ
と
は
資
料
の
選
択
を
誤
っ
た
と
は
言
わ
れ
ま
い
。
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宋
代
の
詩
人
、
張
文
潜
の
「
七
夕
歌
」
は
『
潅
南
子
』
『
述
異
記
』
な
ど
の
影
響
の
下
に
成
っ
た
詩
で
、
中
国
に
お
け
る
七
夕
説
話
の
安
定
し

た
形
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
間
丁
葉
梧
i
桐
瓢

　
　
シ
　
テ
　
ス
　
　
　
ヲ

神
官
召
集
役
二
霊
鵠
一

　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

河
東
美
人
天
帝
子

織
成
雲
霧
紫
納
衣

　
テ
　
　
　
　
テ
キ
ヲ
ト
モ
ニ
　
ム
コ
ト

帝
憐
・
独
居
無
二
与
娯
一

ヨ
　
リ
　
　
シ
テ
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

自
訓
従
嫁
一
後
廃
二
織
維
一

リ
テ
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ

貧
レ
歓
不
レ
帰
天
帝
怒

タ
ダ
　
　
シ
ム
　
　
　
　
　
　
タ
ビ
　
　
　
　
　
セ

但
令
二
一
歳
一
相
見
一

レ
　
ク
フ
コ
ト
　
マ
レ
ニ
シ
テ
ヌ

別
多
会
　
少
知
奈
何

　
ト
シ
ア
　
　
　
　
　
キ

勿
々
万
事
説
不
レ
尽

　
ノ
　
　
　
　
　
シ
テ
　
ヲ

河
辺
霊
官
催
レ
暁
発

　
テ
　
　
ヲ
　
　
ス
　
　
ノ
　
　
　
　
タ
ル
ヲ

便
将
レ
涙
作
二
雨
湧
泊
一

　
　
テ
　
　
ヲ
　
　
ス
　
　
　
ヒ
ヨ
ウ
ヲ

暮
－
収
行
レ
秋
回
二
斗
杓
一

　
ニ
　
　
ヘ
ソ
　
ア
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
ニ
　
　
　
ス
　
　
　
ヲ

直
渡
二
銀
河
一
横
作
レ
橋

　
　
　
　
ス
　
　
　
　
ヲ

機
－
将
年
々
労
二
玉
指
一

　
　
シ
テ
　
ベ
ル
コ
ト
　
カ
タ
チ
　
　
　
ヲ
サ
メ

辛
苦
無
レ
歓
　
容
　
不
レ
理

　
　
　
ス
　
　
　
　
ノ
　
　
ニ

河
ー
西
嫁
訓
与
牽
牛
夫
一

　
　
　
　
　
ニ
　
ル

緑
髪
雲
髪
朝
暮
杭

シ
テ
ヘ
シ
テ
テ
マ
シ
ム
　

ノ
ヲ

責
帰
却
踏
二
来
時
路
一

　
　
　
　
　
　
ル

七
月
七
日
橋
辺
渡

テ
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
カ
リ
シ
コ
ト
ヲ

却
憶
従
－
前
歓
愛
多

　
　
ニ
シ
テ
フ
　

ニ

玉
竜
已
駕
随
二
義
－
和
一

　
ナ
レ
ド
モ
　
　
　
　
　
　
ン
ゼ
　
　
　
　
ブ

令
厳
　
不
三
肯
軽
二
離
別
一

　
　
　
ル
コ
ト
　

ハ
　
　
　
ム
コ
ト

涙
痕
有
レ
尽
　
愁
無
レ
歓
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張
文
潜
「
七
夕
歌
」
に
歌
わ
れ
た
説
話
の
内
容
は
右
の
部
分
に
尽
き
る
。
こ
の
後
に
文
潜
自
身
の
詠
嘆
が
七
言
四
句
の
形
で
加
え
ら
れ
て
こ
の

　
　
　
　
（
4
）

詩
を
結
ん
で
い
る
。

こ
の
詩
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
織
女
は
天
帝
の
子
で
あ
る
。
こ
れ
は
既
に
『
史
記
』
天
官
書
に
見
え
る
。
こ
の
説
話
に
お
い
て
、
織
女
と
牽

牛
は
初
め
か
ら
一
年
に
一
度
の
逢
瀬
を
定
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
永
遠
に
許
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
懲
罰
の
結



果
な
の
で
あ
る
。
古
来
、
罪
せ
ら
れ
た
天
女
の
話
は
幾
ら
も
あ
る
。
竹
取
の
か
ぐ
や
姫
の
如
く
、
人
界
に
降
ら
な
か
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
お
と

七
夕
説
話
が
後
代
ま
で
長
く
語
り
伝
え
ら
れ
た
一
因
は
、
夫
婦
の
星
が
年
に
一
度
の
逢
瀬
を
許
さ
れ
る
と
い
う
停
い
契
り
の
由
来
が
懲
罰
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
だ

で
あ
る
と
す
る
、
一
種
の
哀
惜
の
情
を
人
々
に
懐
か
し
め
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
織
女
は
一
旦
は
牽
牛
に
嫁
し
、
天
帝
の
怒
り
に
触
れ
て
一
人
河
東

へ
帰
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
歳
に
一
度
、
七
月
七
日
、
銀
河
に
懸
け
ら
れ
た
鵡
の
渡
す
橋
を
通
っ
て
河
西
の
牽
牛
に
逢
う
こ
と
を
許
さ
れ
る
。

　
凡
そ
六
〇
〇
年
を
湖
っ
て
梁
代
に
至
れ
ば
、
『
文
選
』
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
見
え
る
「
古
詩
十
九
首
」
は
名
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
第
十
首
目
の
詩
、

　
　
　
タ
ル

　
這
迅
牽
牛
星

　
　
　
ト
シ
テ
ヌ
キ
ン
デ
　
　
　
　
ヲ

　
繊
繊
　
擢
二
素
手
一

　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
終
日
不
レ
成
レ
章

　
　
　
　
ク
シ
テ
　
　
ツ
　
　
シ

　
河
漢
清
且
浅

　
　
エ
イ
　
　
タ
ル
　
　
　
　
ノ

　
盈
盈
一
水
間

詩
の
末
尾
は
、

　
　
　
　
　
「
た
だ
見
つ
め
る
ば
か
り
で
、

場
合
も
と
も
に
織
女
の
側
に
同
情
し
て
の
作
品
で
あ
っ
て
、

　
同
じ
く
『
文
選
」
雑
詩
下
に
は
、

　
　
ニ
　
　
リ

雲
漢
有
二
霊
匹
一

　
　
ヘ
ダ
テ
　
　
　
　
ヲ

遽
川
阻
二
呪
愛
一

ス
ル
モ
　
ヒ
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

弄
レ
好
不
レ
成
レ
藻

ケ
ウ
ケ
ウ
タ
ル
　
　
　
　
ノ

岐
絞
河
漢
女

　
ト
シ
テ
　
　
ス
　
　
　
　
ヲ

札
札
　
弄
二
機
仔
‘

　
　
　
オ
チ
テ
　
　
　
　
ノ

泣
涕
零
如
レ
雨

　
　
ル
　
マ
タ
　
　
　
　
ゾ

相
去
復
幾
許

　
ト
シ
テ
　
　
　
　
　
　
ル
ヲ

脈
脈
不
レ
得
レ
語

　
　
　
　
こ
と
ば
を
交
わ
す
術
も
な
い
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
場
合
も
、
前
掲
の
張
文
潜
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
牽
牛
の
気
持
に
は
触
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
謝
恵
連
（
三
九
七
1
四
三
三
）
の
「
七
月
七
日
夜
、
詠
二
牛
女
一
」
が
あ
る
。

マ
タ
タ
カ
セ
テ
　
ヲ
　
ミ
ヘ
ル
　
　
　
　
　
ヲ

瞬
レ
目
麗
二
曽
費
ノ

ワ
タ
リ
テ
ヲ
ク
　
フ
コ
ト
ヲ

弥
レ
年
闘
二
相
従
一

シ
ウ
　
シ
ヨ
　
ト
ホ
ク
ス
　
　
　
　
ヲ

脩
渚
畷
二
清
容
一

ア
ゲ
テ
　
タ
ヅ
ナ
ヲ
　
ハ
ス
　
　
　
　
　
ヲ

聲
レ
轡
驚
二
前
躍
｝
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レ
テ
ヨ
リ
　
　
　
　
ニ
　
フ
タ
タ
ビ

昔
離
　
秋
巳
両

　
　
バ
　
ク
ク
ワ
イ
ア
ツ
シ

傾
河
易
二
廻
斡
一

　
ト
シ
テ
　
　
　
　
バ
　
カ
ヘ
リ

沃
若
霊
駕
旋

　
メ
テ
　
　
ヲ
　
　
ミ
　
　
　
　
ヲ

留
レ
情
顧
二
華
寝
一

　
　
シ
テ
　
タ
メ
ニ
　
　
　
ガ
　
　
ズ

沈
吟
為
レ
爾
感

　
ア
ッ
マ
リ
テ
　
　
ハ
　
　
シ

今
聚
　
夕
無
レ
隻

　
　
ハ
　
　
シ
　
シ
ク
　
ヨ
ロ
コ
ビ

款
情
難
二
久
綜
一

　
ト
シ
テ
　

ハ
シ

寂
蓼
雲
握
空

ハ
ル
カ
ニ
シ
テ
ヲ
フ
　

ヲ

遥
レ
　
心
逐
二
奔
竜
一

　
　
ク
シ
テ
　
　
ハ
　
イ
ヨ
イ
ヨ
　
カ
サ
ナ
ル

情
深
意
弥
　
重

こ
の
詩
の
場
合
、
織
女
は
馬
を
駆
っ
て
牽
牛
の
許
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
は
別
に
説
も
あ
る
ら
し
く
、
織
女
は
竜
駕
を

操
っ
て
往
復
す
る
と
も
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
鵠
の
渡
せ
る
橋
と
い
う
通
説
と
は
か
な
り
違
っ
て
く
る
。
こ
の
鵠
の
橋
と
い
う
こ

と
は
、
現
存
本
で
な
い
『
准
南
子
」
に
、
「
烏
鵠
境
河
成
橋
。
度
織
女
以
会
牽
牛
。
」
と
い
う
語
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
織

女
の
渡
河
は
七
月
七
日
の
夜
の
み
に
許
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
こ
れ
も
『
文
選
』
擬
古
詩
十
二
首
の
一
つ
、
陸
士
衡
（
二
六
一
－
三
〇

三
）
の
「
擬
二
這
々
牽
牛
星
一
」
の
中
に
、

　
　
ミ
　
　
ノ
　
　
ニ
　
キ
ヲ
ハ
シ
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ル
ル
ヲ

　
怨
二
彼
河
無
フ
梁
　

悲
二
此
年
歳
暮
一

　
キ
タ
ル
　
　
バ
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
シ
テ
　
　
　
　
　
　
ル
ヲ

　
　
肢
彼
無
二
良
縁
一
　
院
焉
　
不
レ
得
レ
度

と
い
う
の
が
、
こ
の
説
話
の
約
束
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
謝
恵
連
の
作
品
の
末
尾
の
第
四
旬
・
三
句
に
は
牽
牛
の
感
慨
が
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

短
い
表
現
な
が
ら
注
目
し
て
よ
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
極
め
て
大
ま
か
な
、
古
詩
を
資
料
と
し
て
の
七
夕
説
話
の
考
察
で
は
あ
っ
た
が
、
古
代
中

国
に
お
い
て
は
織
女
の
境
遇
に
重
点
を
置
き
、
牽
牛
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
触
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
末
尾
の
二
句
が
貴
重
に
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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万
葉
の
七
夕
歌

　
万
葉
集
に
み
え
る
七
夕
歌
は
、
題
詞
に
明
記
し
て
あ
る
も
の
だ
け
を
数
え
て
一
二
三
首
あ
る
。

い
ず
れ
も
巻
八
以
降
で
あ
っ
て
、
そ
の
所
在
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
巻
八
（
秋
の
雑
歌
）

　
　
山
上
臣
憶
良
七
夕
歌
十
二
首
〈
一
五
一
八
－
二
九
〉

　
　
湯
原
王
七
夕
歌
二
首
〈
一
五
四
四
1
五
〉

　
　
市
原
王
七
夕
歌
一
首
く
一
五
四
六
V

　
　
　
　
右
の
中
、
一
五
二
〇
は
長
歌
。
　
　
　
　
　
　
計
、
一
五
首

○
巻
九
（
雑
歌
）

　
　
七
夕
歌
一
首
丼
短
歌
〈
一
七
六
四
－
五
〉

　
　
　
　
右
の
中
、
一
七
六
四
は
長
歌
。
　
　
　
　
　
　
計
、
　
二
首

○
巻
一
〇
（
秋
の
雑
歌
）

　
　
七
夕
九
十
八
首
く
一
九
九
六
－
二
〇
九
三
V

　
　
　
　
右
の
中
、
二
〇
八
九
・
二
〇
九
三
は
長
歌
。
　
計
、
九
八
首

○
巻
一
五
（
遣
新
羅
使
人
の
歌
）

　
　
七
夕
仰
観
天
漢
、
各
陳
所
心
作
歌
三
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
、
　
三
首

内
、
長
歌
五
首
、
短
歌
一
一
八
首
を
数
え
る
。
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○
巻
一
七
（
家
持
歌
巻
）

　
　
天
平
十
年
七
月
七
日
、

大
伴
宿
禰
家
持
、

独
仰
天
漢
、
柳
述
懐
歌
一
首
〈
三
九
〇
〇
〉

　
　
　
　
計
、
　
一
首

○
巻
一
八
（
家
持
歌
巻
）

　
　
七
月
七
日
、
大
伴
家
持
七
夕
歌
一
首
丼
短
歌
〈
四
一
二
五
－
七
〉

　
　
　
　
右
の
中
、
四
一
二
五
は
長
歌
。
　
　
　
　
　
　
計
、
　
三
首

○
巻
一
九
（
家
持
歌
巻
）

　
　
予
作
七
夕
歌
一
首
〈
四
一
六
三
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
、
　
一
首

　
以
上
は
、
七
夕
歌
で
あ
る
こ
と
を
題
詞
に
明
記
さ
れ
た
も
の
の
総
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
記
し
な
く
と
も
七
夕
伝
承
を
脳
裡
に
描
き
な
が
ら

作
歌
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
筈
で
、
例
え
ば
、
大
伴
郎
女
の
五
二
五
番
歌
、
京
職
藤
原
大
夫
の
五
二
三
番
歌
、
巻
十
三
の
三
二
六
四
番
歌
な
ど
は
そ

れ
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
今
は
除
外
し
て
お
き
た
い
。

　
上
掲
の
如
き
、
七
夕
歌
の
配
置
を
見
る
と
、
七
夕
歌
と
い
う
も
の
の
制
作
上
の
機
運
は
家
持
歌
巻
に
見
得
る
よ
う
な
形
が
自
然
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
敢
て
類
題
風
に
分
類
し
た
と
い
う
な
ら
、
巻
七
や
巻
十
一
・
十
二
の
然
る
べ
き
場
所
に
も
七
夕
歌
は
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
、

巻
十
五
は
別
と
し
て
考
え
る
と
、
万
葉
の
七
夕
歌
は
巻
八
・
九
・
十
の
三
巻
に
の
み
偏
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
そ
の
数
は

一
二
三
首
中
の
一
一
五
首
を
占
め
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
一
体
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
万
葉
各
巻
の
成
立
事
情
．
成
立
年

代
、
時
代
的
・
階
級
的
嗜
好
、
教
養
や
流
行
の
問
題
ま
で
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
今
、
仮
り
に
編
者
の
立
場
に
立
っ
て
考
え

て
み
る
な
ら
ば
、
七
夕
歌
と
い
う
も
の
を
歌
作
上
の
重
要
な
題
材
と
考
え
て
、
意
識
的
に
蒐
集
整
理
し
よ
う
と
い
っ
た
気
持
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
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結
果
と
し
て
上
記
の
三
巻
、
特
に
巻
十
な
ど
に
集
中
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
万
葉
の
七
夕
歌
を
七
夕
説
話
の
上
か
ら
見
て
ゆ
こ
う
と
す
れ
ば
、
や
は
り
長
歌
を
先
に
問
題
に
せ
ず
ば
な
る
ま
い
。

　
　
　
　
山
上
臣
憶
良
の
七
夕
の
歌
十
二
首

　
　
ひ
こ
ぼ
し
　
　
　
た
な
ば
た
つ
め

　
　
牽
牛
は
　
織
女
と
　
天
地
の
　
別
れ
し
時
ゆ
　
い
な
う
し
ろ
　
川
に
向
き
立
ち
　
思
ふ
そ
ら
　
安
か
ら
な
く
に
　
嘆
く
そ
ら
　
安
か
ら
な

　
　
く
に
　
青
波
に
　
望
み
は
絶
え
ぬ
　
白
雲
に
　
涙
は
尽
き
ぬ
　
か
く
の
み
や
　
息
衝
き
居
ら
む
　
か
く
の
み
や
　
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
む
　
さ
丹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
ま
き

　
　
塗
の
　
小
舟
も
が
も
　
玉
纒
の
　
真
擢
も
が
も
　
朝
凪
に
　
い
掻
き
渡
り
　
夕
潮
に
　
い
漕
ぎ
渡
り
　
ひ
さ
か
た
の
　
天
の
河
原
に
　
天
飛

　
　
　
　
　
ひ
　
れ

　
　
ぶ
や
　
領
巾
片
敷
き
　
真
玉
手
の
　
玉
手
さ
し
交
へ
　
あ
ま
た
夜
も
　
寝
て
し
か
も
　
秋
に
あ
ら
ず
と
も
（
一
五
二
〇
）

　
　
　
　
反
　
歌

　
　
か
ぜ
く
も

　
　
風
雲
は
二
つ
の
岸
に
通
へ
ど
も
わ
が
遠
妻
の
言
そ
通
は
ぬ
（
一
五
二
一
）

　
　
た
ぶ
て

　
　
礫
に
も
投
げ
越
し
つ
べ
き
天
の
河
隔
て
れ
ば
か
も
あ
ま
た
術
無
き
（
」
五
二
二
）

　
　
七
　
夕

天
地
の
　
初
め
の
時
ゆ
　
天
の
河
　
い
向
ひ
居
り
て
　
一
年
に
　
二
度
逢
は
ぬ
　
妻
恋
に
　
も
の
思
ふ
人
　
天
の
河
　
安
の
河
原
の
　
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
ふ
な
よ
そ
　
　
　
　
　
　
　
し
じ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ひ

通
ふ
　
出
出
の
渡
に
　
そ
ほ
船
の
　
櫨
に
も
舳
に
も
　
船
礒
ひ
　
真
揖
繁
貫
き
　
旗
薄
　
本
葉
も
そ
よ
に
　
秋
風
の
　
吹
き
来
る
夕
に
　
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま

の
河
白
波
し
の
ぎ
落
ち
激
つ
　
早
瀬
渡
り
て
　
若
草
の
　
妻
が
手
枕
く
と
　
大
船
の
　
思
ひ
葱
み
て
　
漕
ぎ
来
ら
む
　
そ
の
夫
の
子
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
み
づ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ひ

あ
ら
た
ま
の
　
年
の
緒
長
く
　
思
ひ
来
し
　
恋
を
尽
さ
む
　
七
月
の
　
七
日
の
夕
は
　
わ
れ
も
悲
し
も
（
二
〇
八
九
）

　
　
反
　
歌

　
　
　
　
　
　
か
は
　
　
あ
め
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
よ
ひ

高
麗
錦
紐
解
き
交
し
天
人
の
妻
問
ふ
夕
ぞ
わ
れ
も
偲
は
む
（
二
〇
九
〇
）
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を
ぶ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

彦
星
の
川
瀬
を
渡
る
さ
小
舟
の
い
行
き
て
泊
て
む
川
津
し
思
ほ
ゆ
（
二
〇
九
一
）

　
　
　
七
夕
の
歌
一
首
短
歌
を
丼
せ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
も
り

　
天
照
ら
す
　
神
の
御
代
よ
り
　
安
の
河
　
中
に
隔
て
て
　
向
ひ
立
ち
　
袖
振
り
交
し
　
息
の
緒
に
　
嘆
か
す
子
ら
　
渡
守
　
船
も
設
け
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
さ

　
橋
だ
に
も
　
渡
し
て
あ
ら
ば
　
そ
の
上
ゆ
も
　
い
行
き
渡
ら
し
　
携
は
り
　
う
な
が
け
り
居
て
　
思
ほ
し
き
　
こ
と
も
語
ら
ひ
　
慰
む
る

　
心
は
あ
ら
む
を
　
何
し
か
も
　
秋
に
し
あ
ら
ね
ば
　
言
問
の
　
と
も
し
き
子
ら
　
う
つ
せ
み
の
　
世
の
人
わ
れ
も
　
こ
こ
を
し
も
　
あ
や
に

　
く
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
の
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
奇
し
み
　
往
き
か
は
る
　
毎
年
ご
と
に
　
天
の
原
　
ふ
り
放
け
見
つ
つ
　
言
ひ
継
ぎ
に
す
れ
（
四
一
二
五
）

　
　
　
反
歌
二
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
天
の
河
橋
渡
せ
ら
ば
そ
の
上
ゆ
も
い
渡
ら
さ
む
を
秋
に
あ
ら
ず
と
も
（
四
一
二
六
）

　
安
の
河
こ
向
ひ
立
ち
て
年
の
恋
日
長
き
子
ら
が
妻
問
の
夜
そ
（
四
一
二
七
）

　
　
　
右
は
、
七
月
七
日
に
、
天
漢
を
仰
ぎ
見
て
、
大
伴
宿
禰
家
持
作
れ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
の
本
文
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。
）

　
七
夕
歌
の
長
歌
五
首
の
う
ち
、
上
記
の
一
五
二
〇
・
二
〇
八
九
・
四
一
二
五
の
三
首
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
ま
ず
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。
最
初

に
憶
良
の
一
五
二
〇
の
歌
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
れ
は
織
女
に
焦
が
れ
る
牽
牛
の
気
持
を
叙
ぺ
た
も
の
で
あ
る
。
天
漢
を
渡
る
小
舟
も
あ
ら
ば
と

思
い
、
年
に
一
度
の
逢
瀬
に
満
足
し
な
い
恋
心
の
吐
露
で
あ
る
。
　
「
か
く
の
み
や
息
衝
き
居
ら
む
、
か
く
の
み
や
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
む
」
と
い
う
作

者
自
身
の
揺
情
的
詠
嘆
が
、
こ
の
作
品
に
人
間
味
を
与
え
、
単
な
る
叙
事
に
終
ら
せ
て
し
ま
わ
な
い
。
こ
う
し
た
二
星
の
聞
の
春
恋
の
惰
は
、
既

に
挙
げ
た
「
避
這
牽
牛
星
」
の
古
詩
や
陸
士
衡
の
擬
古
詩
に
も
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
憶
良
の
場
合
は
織
女
の
嘆
き
で
は
な
く
て
牽
牛
の

嘆
き
で
あ
る
。
こ
の
作
は
天
平
元
年
（
刈
b
っ
㊤
）
の
作
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
二
十
五
年
前
の
七
〇
四
年
に
憶
良
は
唐
か
ら
帰
っ
て
い
る
。
中
国
に
お
け
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る
七
夕
説
話
が
こ
と
ご
と
く
織
女
の
側
に
立
っ
て
の
叙
述
と
い
う
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
憶
良
が
知
ら
な
い
筈
は
な
い
。
そ
こ
で
、
牽
牛
の
側
に
立

っ
て
の
叙
述
は
、
憶
良
の
創
意
な
の
か
、
あ
る
い
は
日
本
的
な
特
色
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
万
葉
七
夕
歌
の
殆
ん
ど
が
牽
牛
を
主
人
公

に
見
立
て
た
詠
出
で
あ
る
し
、
憶
良
の
作
も
制
作
年
代
の
明
白
な
七
夕
歌
の
中
で
は
一
番
古
い
も
の
で
あ
る
ら
レ
い
と
こ
ろ
か
ら
、
憶
良
の
創
意

か
日
本
的
特
色
か
と
い
う
こ
と
は
、
余
り
は
っ
き
り
は
し
な
い
。
た
だ
、
万
葉
七
夕
歌
の
殆
ん
ど
が
牽
牛
を
主
人
公
に
見
立
て
た
り
、
牽
牛
の
側

に
立
っ
て
の
詠
歌
で
あ
る
こ
と
を
、
総
て
憶
良
の
創
意
に
始
ま
る
と
考
え
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。

　
二
〇
八
九
の
長
歌
は
七
夕
説
話
を
素
直
に
詠
ん
だ
作
で
あ
る
。
初
め
の
方
に
置
か
れ
た
「
天
の
河
い
向
ひ
居
り
て
、
一
年
に
二
度
逢
は
ぬ
」
と

い
う
句
は
、
憶
良
の
「
い
な
う
し
ろ
川
に
向
き
立
ち
」
、
あ
る
い
は
四
＝
一
五
番
の
家
持
作
の
長
歌
「
安
の
河
中
に
隔
て
て
向
ひ
立
ち
、
袖
振
り

交
し
」
に
相
当
す
る
。
ど
う
も
万
葉
の
七
夕
歌
に
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
旬
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
発
想
は
古
代
中
国
に
お
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

既
に
見
え
る
。
「
文
選
」
楽
府
・
燕
歌
行
に
も
「
星
漢
西
に
流
れ
て
夜
未
だ
央
き
ず
。
牽
牛
織
女
遥
に
相
望
む
。
」
と
あ
る
が
、
そ
の
影
響
関
係
な

ど
は
取
り
立
て
て
論
ぜ
ら
れ
な
い
。

　
以
上
の
三
歌
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
付
属
す
る
反
歌
六
首
も
含
め
て
、
万
葉
の
七
夕
歌
の
特
色
と
い
っ
た
も
の
を
考
え
る
と
、
中
国
詩
に
見
え

る
も
の
と
較
べ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
著
る
し
く
日
本
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
憶
良
の
場
合
で
は
、
牽
牛
星
を
彦
星
と

称
し
、
織
女
を
棚
機
つ
女
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
、
天
の
河
を
渡
る
舟
を
「
さ
丹
塗
の
小
舟
」
と
し
、
織
女
が
領
巾
を
携
え
て
い
る
な
ど
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
切
っ
た
日
本
化
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
作
者
未
詳
の
二
〇
八
九
ー
九
一
の
場
合
で
は
、
天
の
河
を
安
の
河
に
見
立
て
、
そ
ほ
船
を
点

出
し
、
二
星
の
交
歓
に
は
「
高
麗
錦
紐
解
き
交
し
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。
家
持
の
作
で
は
、
「
天
照
ら
す
神
の
御
代
」
と
い
い
、
前
歌

と
同
様
に
「
安
の
河
中
に
隔
て
て
」
と
述
べ
、
「
渡
守
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
思
う
と
、
万
葉
の
七
夕
説
話
は
古
代
日
本
の
風
土
・

慣
習
に
順
応
せ
し
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
三
組
の
長
反
歌
以
外
の
作
に
お
け
る
日
本
的
発
想
を
検
し
て
み
る
と
し
よ
う
。
ま
ず
、
天
の
河
を
「
安
の
河
」
と
称
し
て
い
る
場
合
だ
が
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こ
れ
は
憶
良
の
七
夕
歌
十
二
首
の
中
に
は
見
え
な
い
。
巻
十
の
七
夕
九
十
八
首
の
中
に
二
首
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
　
「
八
千
矛
の
神
の
御
世
」
と

い
っ
た
蓑
現
も
巻
十
に
は
見
え
る
。
ま
た
、
天
の
河
を
渡
る
丹
塗
り
舟
を
点
出
し
た
も
の
は
一
首
も
な
い
。
長
歌
に
見
え
る
「
さ
丹
塗
の
小
舟
」

と
「
そ
ほ
船
」
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
紐
を
結
ぶ
」
あ
る
い
は
「
紐
を
解
く
」
と
い
う
習
俗
は
、
憶
良
に
一
首
、
巻
十
に
三
首
、
家
持

に
二
首
見
え
る
。
領
巾
に
つ
い
て
も
巻
十
に
∵
首
見
え
る
。
ま
た
、
「
渡
守
」
と
い
う
の
は
必
ず
し
も
日
本
的
発
想
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

巻
十
に
四
首
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
万
葉
の
七
夕
歌
は
か
な
り
日
本
固
有
の
説
話
め
い
て
き
て
い
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
牽
牛
渡
河
と
織
女
渡
河
と

　
万
葉
の
七
夕
歌
を
古
代
中
国
の
七
夕
説
話
と
比
較
す
る
と
き
、
著
る
し
い
相
違
を
感
ず
る
の
は
、
七
月
七
日
の
夜
に
天
漢
を
渡
る
も
の
は
、
中

国
の
伝
承
に
お
い
て
は
織
女
で
あ
り
、
万
葉
の
場
合
で
は
殆
ん
ど
が
牽
牛
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
、
万
葉
歌
か
ら
例
を
挙
げ
て
説
明
し
よ

う
。　

　
天
の
河
相
向
き
立
ち
て
わ
が
恋
ひ
し
君
来
ま
す
な
り
紐
解
き
設
け
な
（
憶
良
、
一
五
一
八
）

　
　
ひ
こ
ぼ
し

　
　
牽
牛
の
嬬
迎
へ
船
漕
ぎ
出
ら
し
天
の
河
原
に
霧
の
立
て
る
は
（
憶
良
、
一
五
二
七
）

　
　
天
の
河
霧
立
ち
渡
る
今
日
今
日
と
わ
が
待
つ
君
し
船
出
す
ら
し
も
（
巻
九
、
一
七
六
五
）

　
　
彦
星
は
嘆
か
す
妻
に
言
だ
に
も
告
げ
に
ぞ
来
つ
る
見
れ
ば
苦
し
み
（
巻
十
、
二
〇
〇
六
）

　
　
人
さ
へ
や
見
継
が
ず
あ
ら
む
彦
星
の
妻
よ
ぶ
舟
の
近
づ
き
行
く
を
（
巻
十
、
二
〇
七
⊥
ハ
）

　
　
秋
萩
に
に
ほ
へ
る
わ
が
裳
濡
れ
ぬ
と
も
君
が
御
船
の
綱
し
取
り
て
は
（
遣
新
羅
使
人
、
三
六
五
六
）

右
は
ほ
ん
の
一
例
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
織
女
に
逢
う
た
め
に
牽
牛
が
河
を
渡
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
一
例
と
は
言
っ
た
が
詳
細
に
言
え
ば
、
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憶
良
の
歌
群
で
は
牽
牛
の
渡
河
を
歌
い
、
巻
十
、
九
十
八
首
の
作
者
未
詳
歌
群
で
は
左
の
一
首
を
除
い
て
は
、
織
女
の
渡
歌
を
詠
ん
だ
も
の
は
な

い
。　

　
天
の
河
棚
橋
渡
せ
織
女
の
い
渡
ら
さ
む
に
棚
橋
わ
た
せ
（
二
〇
八
一
）

と
こ
ろ
が
、
家
持
歌
巻
に
は
次
の
一
首
が
明
白
な
織
女
渡
河
の
歌
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
そ
か
が
み

　
　
織
女
し
船
乗
り
す
ら
し
真
澄
鏡
清
き
月
夜
に
雲
立
ち
渡
る
（
巻
一
七
、
三
九
〇
〇
、
天
平
十
年
家
持
作
）

し
か
し
、
家
持
の
次
の
二
首
は
何
と
考
え
た
ら
よ
か
ろ
う
か
。

　
　
初
秋
風
涼
し
き
夕
解
か
む
と
そ
紐
は
結
び
し
妹
に
逢
は
む
た
め
（
巻
二
〇
、
四
三
〇
六
、
七
夕
歌
八
首
）

　
　
秋
風
に
今
か
今
か
と
紐
解
き
て
う
ら
待
ち
居
る
に
月
か
た
ぶ
き
ぬ
（
巻
二
〇
、
四
三
＝
、
七
夕
歌
八
首
）

右
の
四
三
〇
六
の
場
合
、
紐
を
結
ん
だ
の
は
牽
牛
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
四
三
」
一
で
紐
を
解
い
て
心
待
ち
に
待
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
牽
牛

の
方
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
織
女
が
天
の
河
を
渡
っ
て
牽
牛
の
許
に
訪
れ
る
と
い
う
話
の
筋
が
家
持
の
心
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ

の
際
、
「
紐
」
と
い
う
の
は
「
下
紐
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
「
下
紐
」
に
つ
い
て
は
折
口
信
夫
博
士
が
早
く
か
ら
男
性
が
身
に
つ
け
る
も
の
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
を
力
説
さ
れ
た
。
な
お
管
見
な
が
ら
、
室
町
期
の
『
閑
吟
集
』
の
歌
謡
な
ど
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
も
下
紐
は
男
性
が
身
に
つ
け
る
も
の
と
考
え

て
い
雫
．
そ
う
し
た
点
か
ら
家
持
の
四
三
＝
の
作
は
織
女
渡
河
を
設
定
し
て
の
作
品
と
思
わ
れ
る
・
そ
の
よ
う
な
根
拠
か
ら
・
家
持
の
七
夕
歌

を
通
覧
す
る
と
、
牽
牛
の
渡
河
を
詠
じ
た
も
の
と
断
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
作
は
一
首
も
見
当
ら
な
い
。

　
家
持
の
場
合
は
、
憶
良
七
夕
歌
十
二
首
や
作
者
未
詳
の
七
夕
九
十
八
首
な
ど
に
見
え
る
牽
牛
渡
河
の
伝
承
を
、
恐
ら
く
中
国
の
文
献
に
よ
っ
て

訂
正
す
る
と
い
う
気
持
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
文
献
も
家
持
の
時
代
に
あ
っ
て
は
父
祖
の
時
代
よ
り
一
層
容

易
に
披
見
で
き
た
に
違
い
な
い
。
中
国
古
典
に
よ
る
七
夕
説
話
の
正
し
い
伝
承
と
い
っ
た
も
の
を
決
意
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
巻
一
〇
の
場
合
、
唯
一
首
織
女
渡
河
の
作
が
混
入
し
て
い
る
の
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
か
ろ
う
か
。
こ
の
二
〇
八
一
の
作
で
は
極
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め
て
珍
ら
し
い
表
現
な
が
ら
「
棚
橋
」
と
い
う
語
が
出
て
く
る
。
巻
十
の
大
方
の
作
品
の
よ
う
に
、
天
の
河
を
舟
に
よ
っ
て
渡
る
の
で
は
な
く
棚

橋
に
よ
っ
て
渡
る
こ
と
を
想
像
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
や
は
り
舟
を
操
る
技
術
は
男
性
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
第
一
、
河
に
棚
橋
を
か
け
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
恐
ら
く
不
可
能
を
承
知
で
「
棚
橋
わ
た
せ
」
と
言
っ
て
い
る
に
相
違
な
い
。
無
責

任
な
言
い
方
な
の
で
あ
る
。
い
く
ら
空
想
の
世
界
で
も
実
現
性
の
な
い
こ
と
に
は
変
り
な
い
。
そ
れ
に
家
持
の
三
九
〇
〇
の
作
で
は
、
織
女
は
船

で
渡
る
。
し
た
が
っ
て
棚
橋
の
歌
の
場
合
は
、
織
女
渡
河
の
伝
承
を
歌
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
織
女
の
境
遇
に
同
情
し
て
の
思
い
付
き
に
過
ぎ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
折
口
博
士
の
言
わ
れ
た
「
邑
落
離
れ
た
棚
の
上
に
隔
離
せ
ら
れ
て
、
新
に
、
海
或
は
海
に
通
ず
る
川
か
ら
、
来
り
臨

む
若
神
の
た
め
に
、
機
を
織
っ
て
ゐ
た
」
女
を
想
像
す
る
の
は
誤
り
で
は
な
い
と
し
て
も
、
尚
早
で
あ
ろ
う
。

織
女
の
役
割
・
水
の
女

　
織
女
を
オ
リ
ヒ
メ
と
い
う
の
は
、
神
聖
な
機
織
女
を
思
っ
て
の
用
語
に
違
い
あ
る
ま
い
が
、
こ
れ
を
タ
ナ
バ
タ
ツ
メ
と
い
う
と
き
牽
牛
・
織
女

二
星
交
歓
の
古
説
話
に
関
連
せ
し
め
て
説
か
れ
る
の
が
日
本
の
習
慣
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
七
夕
と
い
う
語
を
タ
ナ
バ
タ
と
読
ん
で
き
た
理
由
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
れ
は
と
り
　
あ
や
は
と
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

っ
た
。
タ
ナ
バ
タ
と
い
う
の
は
枢
を
備
え
た
織
機
で
、
呉
織
・
漢
織
の
徒
に
よ
っ
て
輸
入
せ
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
と
松
岡
静
雄
は
説
明
す
る
。
折

口
信
夫
博
士
の
『
古
代
研
究
』
に
収
め
ら
れ
た
名
篇
「
水
の
女
」
の
説
に
よ
れ
ば
、
水
辺
に
張
り
出
し
た
物
見
や
ぐ
ら
造
り
の
淺
敷
が
「
た
な
」

の
意
で
あ
る
と
し
、
そ
の
棚
に
坐
っ
て
海
の
彼
方
か
ら
来
臨
す
る
稀
人
神
の
た
め
に
機
を
織
る
女
が
「
た
な
ば
た
つ
め
」
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
ば
た

　
「
た
な
機
」
を
織
機
と
し
て
、
「
た
な
機
」
に
よ
っ
て
機
を
織
る
女
を
「
た
な
機
つ
女
」
で
あ
る
と
す
る
に
せ
よ
、
水
辺
の
棚
で
機
を
織
る
女

を
「
た
な
機
つ
女
」
で
あ
る
と
定
め
る
に
せ
よ
、
古
代
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
織
女
星
の
女
と
は
重
な
っ
て
来
な
い
。
も
し
重
な
る
点
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
農
耕
社
会
に
お
け
る
女
性
の
重
要
な
仕
事
に
機
織
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
中
国
の
織
女
星
の
伝
承
も
、
そ
の
織
機
の
種
類
や
機
織
の

場
所
的
条
件
ま
で
も
伝
え
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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ま
た
、
万
葉
の
七
夕
説
話
以
前
の
問
題
と
し
て
記
紀
・
古
語
拾
遺
な
ど
の
「
た
な
ば
た
つ
め
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
記
紀
と

も
に
見
え
る
も
の
と
し
て
、
味
紹
高
彦
根
神
と
下
照
媛
と
に
関
わ
る
伝
承
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
そ
ひ
う
る
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
た
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
り
わ
た
　
　
　
　
か
れ
　
　
　
　
　
　
つ
ど
　
　
　
　
　
う
た
よ
み

　
　
時
に
、
味
霜
高
彦
根
神
、
光
儀
華
麗
し
く
し
て
、
二
丘
二
谷
の
間
に
映
る
。
故
、
喪
に
会
へ
る
者
歌
し
て
日
は
く
、
或
ひ
は
云
は
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
も
　
　
　
　
　
　
つ
ど
へ
る
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
り
か
が
や
　
ひ
と
　
　
　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
　
味
紹
高
彦
根
神
の
妹
下
照
媛
、
　
衆
人
を
し
て
丘
谷
に
映
く
者
は
、
是
味
親
高
彦
根
神
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
し
め
む
と
欲
ふ
。
故
、

　
　
う
た
よ
み

　
　
歌
し
て
曰
は
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
と
た
な
ば
た
　
　
　
　
う
な

　
　
　
　
天
な
る
や
　
弟
織
女
の
　
頸
が
せ
る
　
玉
の
御
統
の
　
穴
玉
は
や
　
み
谷
　
二
渡
ら
す
　
味
霜
高
彦
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
書
紀
・
一
書
第
一
）

こ
れ
が
古
事
記
の
場
合
で
は
、

　
　
　
　
い
　
う
　
も

　
　
其
の
伊
呂
妹
、
高
比
売
命
、
其
の
御
名
を
顕
さ
む
と
思
ひ
き
。
故
、
歌
ひ
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
と
た
な
ば
た
　
　
　
　
う
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
す
ま
る

　
　
　
　
天
な
る
や
　
弟
棚
機
の
　
項
が
せ
る
　
玉
の
御
統
　
御
統
に
　
穴
玉
は
や
　
み
谷
　
二
渡
ら
す
　
阿
治
志
貴
　
高
日
子
根
の
神
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
あ
っ
て
、
歌
謡
に
僅
か
の
異
同
が
あ
る
他
、
下
照
媛
が
高
比
売
命
と
な
っ
て
い
る
点
に
相
違
が
あ
る
他
は
同
じ
伝
承
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
な
ぷ
り

こ
の
歌
謡
は
、
記
紀
と
も
に
夷
曲
と
称
さ
れ
た
歌
曲
で
あ
る
こ
と
を
注
し
て
い
る
。
と
に
か
く
、
こ
こ
で
は
年
若
い
機
織
女
が
天
上
に
い
る
こ
と

を
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
牽
牛
も
い
な
け
れ
ば
天
漢
も
存
在
し
な
い
。
た
だ
、
神
聖
な
機
織
女
が
頸
か
ら
緒
で
貫
い
た
玉

飾
り
を
下
げ
た
姿
で
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
『
古
語
拾
遺
』
で
も
「
天
の
岩
戸
」
の
条
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
シ
ム
　
ア
ヤ
ノ
ヌ
ノ
ヲ
　
　
　
　
ノ
タ
ナ
　
パ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
キ
　
タ
ヘ
ナ
リ

　
　
令
二
天
羽
槌
碓
神
一
織
二
文
布
哺
令
二
天
棚
機
姫
神
一
織
二
神
衣
（
所
謂
和
衣
。

と
記
し
て
い
る
だ
け
で
、
こ
れ
ら
の
「
弟
織
女
」
な
り
「
天
棚
機
姫
神
」
な
り
が
七
夕
説
話
に
関
係
が
あ
る
と
は
断
言
で
き
な
い
。
元
来
、
農
耕

民
族
に
あ
っ
て
は
、
衣
服
に
獣
皮
な
ど
を
用
い
る
こ
と
は
並
日
通
に
は
な
く
て
、
布
用
を
も
っ
て
衣
料
と
す
る
以
上
、
機
織
の
術
は
早
く
か
ら
日
本

に
も
存
在
し
た
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
想
像
で
き
る
。
『
魏
志
倭
人
伝
』
『
後
漢
書
東
夷
伝
」
な
ど
の
記
事
か
ら
も
そ
う
し
た
事
情
を
察
す
る
こ
と
は
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で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
あ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
男
子
は
皆
露
繰
し
、
木
綿
を
以
っ
て
頭
に
招
け
、
其
の
衣
は
横
幅
、
但
結
束
し
て
相
連
ね
、
略
縫
う
こ
と
無
し
。
婦
人
は
被
髪
屈
紛
し
、
衣

　
　
を
作
る
こ
と
単
被
の
如
く
、
其
の
中
央
を
穿
ち
、
頭
を
貫
き
て
之
を
衣
る
。
（
『
魏
志
倭
人
伝
』
岩
波
文
庫
本
）

　
　
土
は
禾
稲
・
麻
紆
・
慧
桑
に
宜
し
く
、
織
績
を
知
り
、
練
布
を
為
る
。
（
『
後
漢
書
東
夷
伝
」
岩
波
文
庫
）

と
あ
る
通
り
、
早
く
か
ら
布
を
も
っ
て
衣
料
と
し
た
こ
と
、
ま
た
機
織
の
術
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
の
一
書
六
「
天
孫
降
臨
」
の
条
に
次
の
一
文
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
き
き
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
も
ゆ
ら
　
　
　
　
を

　
　
天
孫
、
又
問
ひ
て
日
は
く
、
　
「
其
の
秀
起
つ
る
浪
穂
の
上
に
、
八
尋
殿
を
起
て
て
、
手
玉
も
玲
鵡
に
、
機
経
る
少
女
は
、
是
誰
が
子
女
ぞ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
　
　
あ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
と

　
　
と
の
た
ま
ふ
。
答
へ
て
日
さ
く
、
　
「
大
山
祇
神
の
女
等
、
大
を
磐
長
姫
と
号
ふ
。
少
を
木
花
開
耶
姫
と
号
ふ
。

こ
れ
は
「
水
の
女
」
の
中
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
が
、
折
口
博
士
は
こ
の
一
文
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
此
は
、
海
岸
の
斎
肺
加
に
棚
か
け
互
し
て
、
襯
鷹
織
る
分
た
な
ば
た
つ
醐
・
剃
た
な
ば
た
つ
め
の
生
活
を
梢
細
や
か
に
物
語
っ
て
居
る
。

　
　
（
全
集
本
、
第
二
巻
・
一
〇
七
ペ
ー
ジ
）

書
紀
の
文
に
は
「
た
な
ば
た
つ
め
」
と
い
う
語
は
出
て
来
な
い
が
、
「
八
尋
殿
」
と
い
う
の
は
機
屋
で
あ
る
。
伊
勢
国
風
土
記
逸
文
に
「
風
土
記

に
云
は
く
、
機
殿
を
八
尋
殿
と
号
ふ
は
、
倭
姫
の
命
、
大
神
を
斎
き
奉
り
し
日
、
作
り
立
て
し
な
り
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
折
口
博
士
も
言
わ
れ

る
通
り
、
こ
の
磐
長
姫
・
木
花
開
耶
姫
は
神
事
に
携
わ
る
神
聖
な
女
性
で
あ
っ
て
、
八
尋
殿
は
記
紀
に
見
え
る
忌
機
屋
あ
る
い
は
斎
服
殿
と
同
じ

も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
神
衣
を
織
る
少
女
の
姿
を
天
上
に
空
想
し
、
天
の
河
辺
に
張
り
出
し
た
棚
を
思
い
見
て
も
、
や

は
り
こ
れ
だ
け
で
は
七
夕
説
話
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
勇
気
は
私
に
は
な
い
。
「
天
な
る
や
弟
織
女
の
」
夷
曲
の
歌
謡
と
の
関
連
す
ら
、
こ
の
八

尋
殿
に
機
織
る
兄
媛
・
弟
媛
に
直
ち
に
結
び
つ
け
得
る
か
ど
う
か
迷
う
ば
か
り
で
あ
る
。
た
だ
、
万
葉
集
巻
十
の
七
夕
歌
の
中
の
次
の
歌
に
は
、

日
本
古
来
の
「
た
な
ば
た
つ
め
」
の
伝
承
が
影
を
落
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
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け
し

足
玉
も
手
珠
も
ゆ
ら
に
織
る
機
を
君
が
御
衣
に
縫
ひ
堪
へ
む
か
も
（
二
〇
六
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
た
な
ば
た

天
の
河
棚
橋
わ
た
せ
織
女
の
い
渡
ら
さ
む
に
棚
橋
わ
た
せ
（
二
〇
八
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
七
夕
伝
承
の
諸
要
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
な
ば
た

　
｛
、
う
つ
ぼ
物
語
』
に
は
織
女
が
天
人
の
仲
間
ら
し
く
描
か
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

　
　
阿
修
羅
、
木
を
と
り
い
で
て
、
割
り
こ
づ
く
る
響
に
、
天
稚
御
子
く
だ
り
ま
し
ま
し
て
、
琴
三
十
つ
く
り
て
の
ぼ
り
給
ひ
ぬ
。
か
く
て
、
す

　
　
　
　
　
お
ん
じ
や
う
が
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
な
ば
た

　
　
な
わ
ち
音
声
楽
し
て
、
天
女
く
だ
り
ま
し
ま
し
て
、
漆
ぬ
り
、
織
女
、
緒
よ
り
す
げ
さ
せ
て
の
ぼ
り
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
俊
蔭
」
の
巻
）

こ
こ
で
は
、
織
女
は
天
人
の
仲
間
ら
し
い
の
だ
が
、
身
分
の
低
い
召
使
い
の
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
。
糸
を
作
っ
た
り
布
を
織
っ
た
り
す
る
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
な
ば
た

者
の
よ
う
で
も
あ
る
。
天
降
っ
た
り
昇
天
し
た
り
す
る
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
「
織
女
」
と
い
っ
て
も
七
夕
説
話
と
は
殆
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
こ
う
で
ん

ど
縁
が
な
い
ら
し
い
。
こ
れ
は
全
く
不
思
議
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
万
葉
以
来
、
七
夕
説
話
は
次
に
述
べ
る
乞
巧
莫
の
行
事
を
伴
っ

て
世
間
に
流
布
し
て
い
た
も
の
と
普
通
に
は
想
像
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
織
女
が
紡
織
の
技
術
者
と
見
倣
さ
れ

て
い
る
点
が
、
乞
巧
莫
を
背
景
と
す
る
影
響
が
そ
こ
に
は
た
ら
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
乞
巧
葵
と
い
う
祭
り
が
中
国
伝
来
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
。
「
荊
楚
歳
事
記
』
に
乞
巧
の
行
事
の
こ
と
が
あ
り
、
既
に
婦

女
の
祭
り
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
の
場
合
で
は
、
や
や
時
代
の
降
っ
た
記
述
で
は
あ
る
が
『
公
事
根
源
」
に
詳
し
い
。

　
　
先
づ
七
日
に
な
れ
ば
、
蔵
人
御
調
度
を
払
ひ
拭
ふ
。
夜
に
入
っ
て
乞
巧
莫
あ
り
。
御
殿
の
庭
に
机
四
脚
を
立
て
て
、
燈
台
九
本
各
々
燈
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ
と
ち
　
　

そ
ら
だ
き
も
の

　
　
り
。
机
の
上
に
色
々
の
物
居
ゑ
た
り
。
箏
の
琴
、
琴
柱
を
立
て
て
、
是
れ
を
置
く
。
机
の
上
、
火
取
に
よ
も
す
が
ら
空
薫
物
あ
り
。
盟
に
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ

　
　
を
入
れ
て
、
大
空
の
星
を
映
す
。
琴
柱
に
三
つ
の
様
あ
り
。
常
は
盤
渉
調
、
半
呂
、
半
律
、
秋
の
調
な
り
。
是
れ
は
秘
事
に
て
侍
る
。
故
に

一16一



　
　
知
る
人
少
し
。
触
稼
の
時
も
猶
行
は
る
。
天
平
勝
宝
七
年
よ
り
始
ま
る
。
お
ほ
よ
そ
今
日
は
牽
牛
織
女
二
つ
の
星
の
相
違
ふ
夜
な
り
。
烏
鵡

　
　
の
天
の
川
に
来
た
り
て
、
翅
を
延
べ
、
橋
と
な
し
て
、
織
女
を
渡
す
よ
し
、
准
南
子
と
申
す
書
に
見
え
た
り
。
又
、
続
斉
譜
記
に
云
ふ
、
桂

　
　
陽
城
の
武
丁
と
い
ひ
し
人
、
仙
道
を
得
て
、
弟
に
語
り
て
日
は
く
、
七
月
七
日
に
織
女
河
を
渉
る
事
あ
り
。
弟
問
ひ
て
な
に
し
に
渡
る
ぞ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
つ

　
　
い
ひ
け
れ
ば
、
織
女
暫
く
牽
牛
に
詣
つ
と
答
へ
き
。
是
れ
を
織
女
牽
牛
の
嫁
ぐ
夜
な
り
と
、
世
の
人
申
し
伝
へ
た
る
な
り
。
乞
巧
と
い
ふ
こ

　
　
と
も
、
唐
土
よ
り
事
起
れ
り
。
七
夕
祭
と
も
云
ふ
な
り
。
香
華
を
供
へ
、
供
御
を
調
へ
て
、
庭
上
に
文
を
置
き
て
、
樟
の
端
に
五
色
の
糸
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら

　
　
懸
け
て
事
を
祈
る
に
、
三
年
の
内
に
、
必
ず
叶
ふ
と
い
へ
り
。
此
の
故
に
、
乞
巧
と
申
す
な
り
。
都
隆
は
腹
中
の
書
を
曝
し
、
院
威
は
竿
上

　
　
の
揮
を
手
向
け
し
例
も
侍
る
に
や
。
　
（
公
事
根
源
）

右
の
文
で
、
日
本
の
乞
巧
莫
の
こ
と
は
大
体
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
、
荊
楚
歳
時
記
な
ど
に
も
見
え
て
い
る
七
孔
針
や
瓜
の
こ

と
に
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
『
雲
図
抄
」
に
描
か
れ
た
供
え
物
を
見
る
と
、
「
茄
」
「
桃
」
「
熟
瓜
」
「
梨
」
「
大
豆
」
「
大
角
豆
」
「
干
鯛
」
「
薄

飽
」
な
ど
が
あ
り
、
「
針
差
二
椒
葉
一
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
禁
中
近
代
年
中
行
事
』
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
イ
、
い
る
。

　
　
常
の
御
殿
御
庭
に
、
二
間
四
方
程
に
、
四
角
に
、
ゑ
だ
付
き
竹
長
さ
七
八
尺
程
、
ふ
と
さ
五
寸
廻
り
、
上
に
小
な
わ
を
四
方
に
引
、
御
前
の

　
　
方
の
な
わ
に
、
五
色
の
き
ぬ
糸
か
け
さ
げ
る
、
竹
四
方
の
内
に
は
こ
も
を
敷
、
御
ゑ
ん
が
わ
に
高
つ
く
へ
有
、
其
上
に
、
は
り
．
糸
．
あ
ふ

　
　
ぎ
・
笛
を
お
き
、
あ
ご
だ
う
り
を
皮
と
も
に
輪
切
に
し
て
、
か
わ
ら
け
七
つ
に
入
、
台
に
の
せ
、
し
ほ
あ
は
び
を
切
り
、
か
わ
ら
け
七
つ
に

　
　
入
、
台
に
の
る
。
か
ち
の
葉
、
ひ
さ
ご
の
葉
を
し
き
、
此
上
に
は
す
の
花
を
む
し
り
お
く
、
御
ゑ
ん
に
も
こ
も
を
敷
、
つ
の
だ
ら
ひ
に
水
い

　
　
つ
は
い
入
お
く
、
御
燈
七
つ
と
も
し
、
御
く
わ
い
し
し
よ
く
の
上
に
あ
り
。

と
い
っ
た
有
様
で
、
次
第
に
複
雑
な
様
式
が
定
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
中
に
「
梶
の
葉
」
の
供
え
物
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
も
七
夕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

祭
の
行
事
に
は
古
く
か
ら
欠
か
せ
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
「
民
間
時
令
」
に
「
七
夕
捧
物
と
し
て
、
「
桐
蔭
随
筆
』
に
云
、
梶
葉
七
枚
、
御

硯
七
面
に
御
筆
七
対
、
芋
の
葉
に
露
を
包
み
て
、
ゐ
の
こ
草
に
て
む
す
ぶ
也
。
」
と
あ
っ
て
、
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草
の
上
に
露
と
る
け
さ
の
玉
づ
き
に
軒
ば
の
梶
は
も
と
つ
は
も
な
し

と
い
う
『
新
勅
撰
集
』
の
「
家
隆
」
の
歌
を
載
せ
て
い
る
が
、
こ
の
梶
の
葉
を
七
夕
の
祭
り
に
際
し
て
大
切
な
供
え
物
と
定
め
る
よ
う
に
な
っ
た

起
り
は
、
恐
ら
く
牽
牛
が
織
女
に
通
う
時
に
、
天
の
河
を
漕
ぐ
舟
の
梶
の
音
が
聞
え
る
と
い
う
伝
承
か
ら
き
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
万
葉

集
巻
十
に
は
次
の
よ
う
な
歌
が
見
え
る
。

　
　
わ
が
背
子
に
う
ら
恋
ひ
居
れ
ば
天
の
河
夜
船
漕
ぐ
な
る
揖
の
音
聞
ゆ
（
二
〇
一
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
な
ば
た
つ
め
　
　
こ
よ
ひ

　
　
天
の
河
揖
の
音
聞
ゆ
彦
星
と
織
女
と
今
夕
逢
ふ
ら
し
も
（
二
〇
二
九
）

　
　
天
の
河
霧
立
ち
渡
り
彦
星
の
揖
の
音
聞
ゆ
夜
の
更
け
ゆ
け
ば
（
二
〇
四
四
）

　
　
天
の
河
渡
瀬
深
み
船
浮
け
て
漕
ぎ
来
る
君
が
揖
の
音
聞
ゆ
（
二
〇
五
七
）

七
夕
祭
の
供
え
物
と
し
て
は
、
瓜
や
針
な
ど
は
先
ず
中
国
の
乞
巧
莫
を
受
け
入
れ
た
時
以
来
の
供
え
物
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
他
、
願
い
の
糸
な

ど
と
称
し
た
五
色
の
糸
な
ど
は
日
本
固
有
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
花
と
か
衣
な
ど
も
供
え
ら
れ
た
ら
し
く
、
こ
う
し
た
供
え
物

を
「
織
女
に
花
を
か
す
」
「
糸
を
か
す
」
「
衣
を
か
す
」
な
ど
と
い
う
の
が
常
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
今
、
そ
う
し
た
七
夕
行
事
の
こ
と
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

倉
林
正
次
博
士
の
『
饗
宴
の
研
究
』
（
文
学
編
）
に
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
上
に
何
を
言
う
こ
と
も
な
い
。
一
切
を
同
書
に
ゆ
ず
り

た
い
。
た
だ
、
七
夕
祭
と
撫
子
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
置
き
た
い
。
花
山
帝
の
寛
和
二
年
（
㊤
o
O
①
）
七
月
七
月
に
皇
太
后
宮
に
お
い
て

「
皇
太
后
詮
子
盟
麦
合
」
が
催
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
歌
に
次
の
よ
う
な
作
品
が
あ
っ
た
。

　
　
な
で
し
こ
に
け
ふ
は
こ
こ
ろ
を
か
よ
は
し
て
い
か
に
か
す
ら
む
ひ
こ
ぼ
し
の
そ
ら

　
　
と
き
の
ま
に
か
す
と
お
も
へ
ど
た
な
ぼ
た
に
か
つ
惜
し
ま
る
る
な
で
し
こ
の
花

　
　
た
な
ぼ
た
や
わ
き
て
そ
む
ら
む
な
で
し
こ
の
花
の
こ
か
た
は
色
の
ま
さ
れ
る

　
　
ち
ぎ
り
け
む
心
ぞ
な
が
き
た
な
ぼ
た
の
来
て
は
打
ち
伏
す
と
こ
な
つ
の
花
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右
の
初
め
の
第
一
首
目
・
第
二
首
目
は
、
乞
巧
萸
の
供
物
を
「
織
女
に
貸
す
」
と
い
う
習
慣
か
ら
、
少
年
の
道
長
を
后
宮
に
貸
す
と
い
っ
た
意
味

を
含
め
て
い
る
と
い
う
。
最
後
の
歌
に
詠
ま
れ
た
床
夏
の
花
と
い
う
の
は
野
生
の
撫
子
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
か
ら
み
て
、
撫
子
が
七
夕
祭
り
の

供
え
物
で
も
あ
っ
た
し
、
最
後
の
歌
に
見
る
よ
う
に
、
織
女
が
床
夏
の
花
を
目
指
し
て
天
降
っ
て
く
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。　

さ
て
、
以
上
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
七
夕
祭
り
の
行
事
が
民
間
七
夕
説
話
の
世
界
へ
も
そ
の
影
を
落
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
が
っ

く
。
民
間
伝
承
と
し
て
の
七
夕
説
話
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
完
全
な
形
で
は
殆
ん
ど
天
人
女
房
説
話
を
前
段
に
置
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
天
人

女
房
説
話
は
こ
れ
ま
た
殆
ん
ど
が
羽
衣
説
話
で
あ
る
。
羽
衣
を
脱
い
で
水
浴
を
し
て
い
る
天
女
が
羽
衣
を
奪
わ
れ
、
止
む
な
く
羽
衣
を
盗
ん
だ
男

と
夫
婦
に
な
り
子
供
を
産
む
。
そ
の
後
、
羽
衣
を
見
つ
け
出
し
子
供
を
つ
れ
て
天
上
に
帰
る
。
こ
こ
ま
で
が
天
人
女
房
説
話
の
標
準
的
な
話
の
筋

で
あ
る
。
七
夕
説
話
の
本
筋
は
こ
の
後
に
展
開
す
る
。
妻
に
教
え
ら
れ
た
方
法
で
、
天
界
に
上
っ
た
夫
は
農
耕
の
手
助
け
な
ど
し
て
日
を
送
る

が
、
妻
の
親
な
ど
に
だ
ま
さ
れ
て
禁
制
に
な
っ
て
い
る
瓜
を
切
る
と
、
そ
こ
か
ら
大
水
が
あ
ふ
れ
出
て
天
の
河
と
な
り
、
妻
と
夫
は
引
き
離
さ
れ

て
し
ま
う
。
そ
し
て
度
々
逢
お
う
と
い
う
夫
婦
の
願
い
が
、
本
人
た
ち
の
聞
き
違
え
や
「
あ
ま
の
じ
ゃ
く
」
な
ど
の
介
入
が
あ
っ
て
、
二
人
は
一

年
に
一
度
し
か
逢
え
な
く
な
る
。
民
間
七
夕
説
話
の
荒
筋
は
大
体
こ
う
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
民
間
七
夕
説
話
に
お
い
て
、
七
夕
の
起
原
の
主
要
な
材
料
に
、
ま
ず
瓜
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
そ
の
前
段
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
で
し
こ

構
成
し
て
い
る
羽
衣
説
話
の
部
分
に
つ
い
て
、
柳
田
国
男
は
「
犬
飼
七
夕
讃
」
の
中
で
、
上
伊
那
郡
小
野
村
の
伝
承
を
挙
げ
、
盟
麦
の
花
を
植
え

る
と
天
人
が
降
り
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
老
人
が
、
盟
麦
の
種
子
を
蒔
い
て
み
る
と
、
果
し
て
天
人
が
降
り
て
き
て
水
浴
を
し
て
遊
ん
だ

と
い
う
話
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
も
完
全
な
形
の
七
夕
諏
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
民
間
の
七
夕
説
話
の
大
方
を
眺
め
て
み
て
面
白
い
と
思
う
こ
と

は
、
織
女
で
あ
る
筈
の
妻
の
方
が
さ
っ
ぱ
り
織
物
に
手
を
出
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
民
間
七
夕
説
話
で
は
妻
の
本
務
が
機
織
に
あ
る
こ
と
な
ど
は

き
れ
い
に
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
天
界
に
あ
っ
て
の
妻
の
仕
事
に
触
れ
て
い
る
伝
承
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
農
耕
生
活
で
あ
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っ
て
、
機
織
そ
の
も
の
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
天
人
女
房
説
話
と
同
系
統
の
説
話
で
報
恩
謂
の
形
を
と
っ
て
い
る
鳥
女
房
．
鶴
女
房

の
説
話
で
聴
主
人
公
の
女
房
は
報
恩
の
た
め
に
己
が
毛
を
抜
い
て
貴
重
な
布
を
織
り
上
げ
る
。
鳥
と
機
轡
の
関
係
と
い
う
も
の
は
、
鳥
の
羽

毛
が
材
料
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
如
何
に
も
尤
も
ら
し
い
が
、
ど
う
も
本
来
的
な
関
係
で
は
な
い
ら
し
い
。
つ
ま
り
、
鳥
が
人
間
の

女
の
姿
に
な
っ
た
時
は
い
つ
で
も
機
織
に
携
わ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
鶴
女
房
．
鳥
女
房
説
話
に
お
け
る
機
織
の
モ
チ
ー

フ
へ
の
ヒ
ン
ト
は
も
っ
と
別
な
と
こ
ろ
か
ら
来
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
天
人
女
房
説
話
と
七
夕
説
話
と
の
結
び
付
き
の
中
で
、
は
み
出

し
た
機
織
の
モ
チ
ー
フ
が
鶴
女
房
・
鳥
女
房
の
方
へ
移
行
し
た
の
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。

結

び

　
以
上
述
ぺ
て
き
た
と
こ
ろ
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
万
葉
の
七
夕
歌
な
ど
を
除
け
ば
、
「
た
な
ば
た
つ
め
」
に
関
わ
る
伝
承
は
、
星
を
殆
ん
ど

意
識
し
て
い
な
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
夷
曲
の
歌
謡
に
し
て
も
そ
う
で
あ
る
し
、
『
う
つ
ぼ
物
語
」
中
の
伝
承
に
し
て
も
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

民
間
伝
承
と
し
て
の
七
夕
説
話
も
同
様
で
あ
る
。
元
来
、
日
本
で
は
星
に
つ
い
て
の
関
心
は
極
め
て
薄
か
っ
た
と
言
え
る
。
神
話
伝
承
の
中
で

も
、
星
に
つ
い
て
の
説
話
は
い
た
っ
て
貧
弱
で
あ
る
。
だ
か
ら
日
本
の
七
夕
説
話
な
ど
は
、
乞
巧
莫
の
よ
う
な
外
来
の
祭
り
を
背
景
と
し
て
、
辛

う
じ
て
星
に
関
す
る
説
話
と
し
て
の
色
彩
を
保
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
風
土
的
特
質
の
中
で
、
七
夕
説
話
が
日
本

人
の
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
筈
も
な
い
し
、
生
ま
礼
て
き
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
古
来
、
「
た
な
ば
た
つ
め
」
と
い
う
語
は
あ
っ
て
も
、

中
国
伝
来
の
七
夕
説
話
と
は
無
関
係
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
「
た
な
ば
た
つ
め
」
す
ら
中
国
伝
来
の
七
夕
説
話
の
断
片

で
は
な
い
か
と
疑
え
ば
疑
え
る
筋
道
は
あ
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
織
機
の
渡
来
と
共
に
七
夕
説
話
も
早
く
か
ら
日
本
に
渡
来
し
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
と
い
う
疑
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
は
と
り
　
く
れ
は
と
り
　
　
　
き
の
の
ひ
　
　
え
　
　
　
　
お
と

　
日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
、
雄
略
天
皇
の
十
四
年
、
呉
国
の
使
者
と
共
に
、
呉
国
が
献
上
し
た
漢
織
・
呉
織
及
び
衣
縫
の
兄
媛
．
弟
媛
ら
が
渡
来
し
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た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
年
代
は
そ
の
ま
ま
信
用
で
き
な
く
と
も
、
そ
う
し
た
事
件
は
当
然
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
際
に
新
し
い
織
機

と
新
し
い
技
術
が
輸
入
さ
れ
た
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
想
像
で
き
る
。
恐
ら
く
そ
の
機
会
に
七
夕
説
話
も
紹
介
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
か

し
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
星
に
関
す
る
信
仰
の
土
壌
が
な
い
。
そ
う
し
た
風
土
的
特
質
の
中
で
は
、
七
夕
説
話
も
普
及
す
る
こ
と

は
あ
る
ま
い
。
若
し
そ
の
よ
う
な
仮
説
が
許
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
記
紀
や
古
語
拾
遺
に
残
る
「
弟
織
女
」
「
天
棚
機
姫
神
」
な
ど
の
神
名
は
、
古

く
伝
来
し
た
七
夕
説
話
の
遺
存
し
た
断
片
か
も
知
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
折
口
博
士
が
、
外
来
の
乞

巧
莫
の
行
事
を
受
け
入
れ
る
下
地
が
既
に
日
本
に
は
あ
っ
た
と
す
る
お
説
も
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
見
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
万
葉
の
七
夕
説
話
が
伝
来
さ
れ
た
時
期
は
余
り
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
い
。
恐
ら
く
明
日
香
・
藤
原
朝
の
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
と
に
か
く
、

憶
良
の
作
が
一
番
古
い
よ
う
で
あ
る
。
巻
十
の
七
夕
歌
に
は
、
日
本
の
社
会
事
情
や
生
活
状
況
に
当
て
は
ま
る
よ
う
に
大
き
な
改
変
が
な
さ
れ
て

い
る
。
牽
牛
渡
河
の
伝
承
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
妻
問
い
婚
の
実
情
に
合
わ
せ
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
為
か
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
ま
で
変
化
す
る
の
は
、
伝
来
の
時
か
ら
相
当
の
日
時
を
経
過
し
て
い
る
も
の
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
私
は
そ
れ
を
第
二

次
伝
来
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
平
安
期
以
後
の
伝
承
は
、
乞
巧
莫
の
行
事
の
普
及
と
共
に
新
し
い
伝
承
も
生
ま
れ
、
民
間

七
夕
説
話
の
起
原
を
な
す
に
至
っ
た
と
考
え
た
い
。
　
（
4
7
・
1
1
・
5
）
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玄
珠
著
、
伊
藤
弥
太
郎
訳
『
支
那
の
神
話
』
第
六
章
参
照
。
原
著
名
『
中
国
神
話
研
究
A
B
C
』
世
界
書
局
刊
。

出
石
誠
彦
「
牽
牛
織
女
説
話
の
考
察
」
（
『
支
那
神
話
伝
説
の
研
究
』
）
参
照
。

マ
ー
セ
ル
・
グ
ラ
ネ
ー
原
著
、
内
田
智
雄
訳
『
支
那
古
代
の
祭
礼
と
歌
謡
』
第
二
編
「
古
代
の
祭
礼
」
参
照
。

『
古
文
真
宝
前
集
』
歌
類
、
所
出
。
本
文
は
漢
籍
国
字
解
全
書
よ
り
引
用
し
た
。
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折
口
信
夫
「
万
葉
集
研
究
」
（
「
古
代
研
究
』
所
収
）
。
同
「
万
葉
集
の
恋
歌
」
（
折
口
信
夫
全
集
所
収
）

拙
稿
「
日
本
の
外
魂
思
想
」
〈
結
び
籠
め
る
霊
魂
〉
（
『
古
代
文
学
の
源
流
』
所
収
）
参
照
。

折
口
信
夫
「
た
な
ば
た
と
盆
祭
り
と
」

松
岡
静
雄
『
新
編
日
本
古
語
辞
典
』

拙
稿
「
天
な
る
や
弟
た
な
ぼ
た
考
」
（
『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
通
巻
六
十
九
号
）
参
照
。

国
書
刊
行
会
『
民
間
風
俗
年
中
行
事
」
所
収
。

倉
林
正
次
著
『
饗
宴
の
研
究
』
（
文
学
編
）
「
七
月
七
日
節
」
「
七
夕
歌
と
そ
の
儀
礼
的
背
景
」
参
照
。

拙
著
『
古
代
文
学
の
源
流
』
所
収
の
「
白
鳥
処
女
説
話
の
原
型
と
類
型
」
参
照
。

参
照
。
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